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本
所
事
務
所
か
ら

　
日
一
日
と
秋
の
兆
し
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏

は
過
去
に
類
の
な
い
猛
暑
と
降
雨
の
連
続
で
農
作
物
や
家

畜
に
被
害
を
与
え
、
特
に
７
月
　
日
の
豪
雨
は
住
宅
ま
で

29

被
害
を
与
え
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
協
に
勤
め
た
当
時
、
組
合
員
の
方
か
ら
「
旱
魃
に
凶

作
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
言
葉
ど
お

り
、
旱
魃
の
年
は
凶
作
が
な
く
、
水
害
の
年
に
は
良
い
年

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し
で
も
的
か
ら
外
れ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
の
為
替
相
場
は
「
円
高
ド

ル
安
」
を
続
け
、
一
時
１
ド
ル
　
円
台
と
な
り
ま
し
た
。

84

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
石
油
、
飼
料
、
肥
料
な
ど
の
資
材
価

格
は
安
価
の
期
待
が
あ
る
一
方
、
肉
、
加
工
農
畜
産
物
な

ど
の
輸
入
増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
消
費
者
の
「
安
心
・
安

全
」
へ
の
理
解
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
済
低
迷
下

の
中
で
国
産
品
の
消
費
動
向

が
気
に
な
り
ま
す
。
様
々
な

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

昨
年
船
出
し
た
「
日
本
丸
」

が
「
ど
う
荒
波
を
乗
り
越
え

る
か
」
が
第
一
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す
。
健
康
、
農
作
業
事
故

に
ご
留
意
下
さ
い
。

　
名
寄
支
所
か
ら

　
８
月
７
日
の
立
秋
も
過
ぎ
、
さ
す
が
に
盂
蘭
盆
を
過
ぎ

る
と
、
こ
の
名
寄
地
方
も
朝
晩
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

他
府
県
の
よ
う
な
猛
暑
で
は
な
い
け
れ
ど
も
近
年
に
な
い

日
中
の
暑
さ
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
下
旬
に
は
雨
が
近
く
、
畑
の
多
い
地
区
は
被
害
が

で
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
当
支
所
管
内
で
は
水
田
が

中
心
の
為
、
深
刻
な
話
は
そ
う
聞
こ
え
て
は
き
ま
せ
ん
が

一
部
に
い
も
ち
病
が
発
生
し
防
除
に
忙
し
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
か
ら
始
ま
り
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
・

味
平
南
瓜
と
だ
ん
だ
ん
収
穫
が
忙
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
地
区
で
は
や
は
り
稲
刈
り
が
一
番
の
収
穫
作

業
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
も
作
業
が
早
く
な

る
の
で
は
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
況
指
数
も
良
く
こ
の
ま

ま
で
は
豊
作
で
米
の
値
段
も
下

が
る
の
で
は
な
い
か
と
一
部
心

配
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
こ
と
と

は
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
や
は

り
沢
山
収
穫
で
き
て
豊
穣
の
秋

を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
智
恵
文
支
所
か
ら

　
収
穫
期
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
多
忙
の
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
こ
の

農
協
便
り
の
原
稿
を
寄
稿
す
る
際
に
、
昨
年
の
今
頃
は
何

を
書
い
た
か
な
？
と
思
い
、
読
み
返
し
て
み
る
と
雨
の
話

で
し
た
。
ま
さ
か
今
年
も
雨
年
に
な
る
と
は
…
本
当
に
２

年
前
ま
で
雨
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
天

候
の
激
変
で
あ
り
ま
す
。
旱
魃
傾
向
で
あ
っ
た
２
０
０
６

年
～
２
０
０
８
年
に
お
け
る
７
月
単
月
の
平
均
雨
量
と
比

較
し
ま
す
と
、
昨
年
で
約
３
倍
、
今
年
は
な
ん
と
約
４
倍

も
の
雨
が
こ
の
地
に
降
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
で
は
管
理
作
業
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、
農
作
物
に
限
ら
ず

様
々
な
と
こ
ろ
に
雨
害
が
発
生
し
て
い
る
の
も
う
な
ず
け

ま
す
。
し
か
も
高
温
多
湿
の
日
が
続
き
、
内
地
（
い
ま
ど

き
の
人
は
言
わ
な
い
？
）
張
り
の
天
候
で
あ
り
ま
し
た
。

　
先
日
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
愛
媛
の
み
か
ん
農
家
が

近
年
の
猛
暑
を
逆
手
に
取
り
、
暑
さ
に
強
く
、
な
お
か
つ

高
級
品
と
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
方
曰
く
、「
こ
の
時
代
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

か
え
な
け
れ
ば
！
」
と
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
た
前
向
き

な
そ
の
姿
勢
に
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
に
は
、
総
合
的
な
リ
ス
ク
（
例
え
ば
家
族
の

健
康
面
・
労
働
力
・
資
金
繰
り
・
農
業
機
械
、
家
畜
等
の

動
産
面
・
地
力
増
進
を
含
む
所
有
畑
の
維
持
管
理
・
自
然

災
害
ｅ
ｔ
ｃ
…
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
既
存
の
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～
営
農
部
よ
り
お
知
ら
せ
～

エ
ゾ
鹿

駆
除
状
況
に
つ
い

エ
ゾ
鹿
　
駆
除
状
況
に
つ
い
てて

　
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
き
ま
し

て
、「
名
寄
市
有
害
鳥
獣
農
業
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」を

構
成
し
、
協
議
会
よ
り
名
寄
・
風
連
両
猟
友
会
を
通
じ
て
、

ハ
ン
タ
ー
の
方
々
に
駆
除
依
頼
を
行
い
、
農
業
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
来
４
月
よ
り
駆
除
を
行
な
い
、
８
月
末
現
在
、
名
寄

市
域
全
体
で
５
２
８
頭
（
風
連
地
区
２
８
０
頭
、
名
寄
地

区
１
０
９
頭
、
智
恵
文
地
区
１
３
９
頭
）
と
、
前
年
度
よ

り
２
３
８
頭
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
駆
除
頭
数
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
農
作
物
の
食
害
、
踏
み
つ

け
に
よ
る
被
害
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
営
農
部
と
致
し
ま
し
て
は
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
、
今
後
も
被
害
の
あ
る
圃
場
に
つ
き
、
ハ
ン
タ
ー

の
方
々
と
と
も
に
巡
回
し
対
策
を
図
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
駆
除
作
業
に
対
し
て
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
今
号
の
表

今
号
の
表
紙紙

永
井
　
咲
空
（
さ
ら
）
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

永
井
　
琉
唯
（
る
い
）
く
ん
　（
１
歳
）

お
父
さ
ん
　
永
井
　
健
一
さ
ん

お
母
さ
ん
　
永
井
　
豊
子
さ
ん

　
今
号
の
表
紙
は
、
名
寄
市
曙
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

永
井
さ
ん
一
家
で
す
。

（
主
な
作
付
品
目
）水
稲
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
南
瓜
・

ア
ス
パ
ラ
・
ピ
ー
マ
ン
・
ひ
ま
わ
り
等

③

経
営
を
基
に
、
並
行
し
て
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
成
功
に
は
な
か
な
か
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

手
間
で
あ
り
ま
す
が
、
手
間
を
か
け
な
け
れ
ば
成
功
せ
ず
、

か
つ
そ
の
確
率
も
低
い
の
が
今
の
時
代
の
特
徴
で
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
強
い
心
が
必
要
な
の
で
は
？
と
思
う

の
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
収
穫
最
盛
期
に
突
入
し
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
農
作
業
事

故
は
お
こ
り
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
に
な
ど
遭
わ
ぬ
よ
う

御
注
意
下
さ
い
。

エゾシカによる踏みつけの被害を受けた畑
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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～平成22年度　新規就農者に聞きました！～

　名寄市農業の未来を担う今年の新規就農者の方々は、それぞれが大きな夢と希望を抱いて営農をス
タートしています。今回はそうした皆さんに、今後の抱負等を含めていろいろ質問してみました！

  
Ｑ１　農業をやろうと思ったきっかけは？
　　　幼い頃から農作業をしている両親を見ていた
　　　ので、自然と自分も農業をやろうと思ってい
　　　ました。
Ｑ２　農業の良いところは？
　　　毎日の仕事の中で、直接自然と触れ合うこと
　　　ができるところです。
Ｑ３　仕事での失敗談はありますか？
　　　就農してからまだ日が経っていないので、今
　　　の所大きな失敗はありません。
Ｑ４　これからの目標は？
　　　現在の畑の収穫量と栽培技術を向上させてい
　　　きつつ、さらに面積を増やしていきたいです。
Ｑ５　将来の夢は何ですか？
　　　いま栽培している花卉を、さらに品質の良い
　　　ものにしていきたいです。

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

Ｑ１　農業をやろうと思ったきっかけは？
　　　実家に戻ることになったので、農業をするこ
　　　とにしました。
Ｑ２　農業の良いところは？
　　　サラリーマンと違って、ある程度自由な時間
　　　ができることです。
Ｑ３　仕事での失敗談はありますか？
　　　ハウスのビニールを片付ける時期が遅れたこ
　　　とです。
Ｑ４　これからの目標は？
　　　いろいろなことを勉強して、良い作物を作り
　　　たいです。
Ｑ５　将来の夢は何ですか？
　　　夢は大きく！自分の住宅を建てることです。

ななななななななななななななななななななよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののの未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来にににににににににににににににににににに期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期

待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
なよろ農業

の未来に期
待！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

 清水 　 康  弘  さん（28歳）
しみず やす ひろ

名寄市風連町字東風連（父：清水　幹雄さん）
水稲、大豆、小豆、花卉
趣味 ： テレビゲーム全般

 下  田 　 孟  志  さん（23歳）
しも だ たけ し

名寄市風連町字瑞生（父：下田　友師さん）
水稲、大豆、南瓜
趣味 ： 車、バイク
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Ｑ１　農業をやろうと思ったきっかけは？
　　　通っていた高校と大学が農業関係の学校だっ
　　　たので、卒業後は農業をしようと考えていま
　　　した。
Ｑ２　農業の良いところは？
　　　まだ就農したばかりなので、これから少しづ
　　　つ農業の良いところを見つけていきたいです。
Ｑ３　仕事での失敗談はありますか？
　　　細かい失敗は沢山あります…。
Ｑ４　これからの目標は？
　　　まずは一日も早く仕事を覚えられるよう頑張
　　　りたいです。
Ｑ５　将来の夢は何ですか？
　　　現時点では良い作物を作りたいと考えていま
　　　す。具体的な夢は、今後農業をやっていく上
　　　で見つけたいと思います。

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

Ｑ１　農業をやろうと思ったきっかけは？
　　　小さい頃から農業をしている両親の姿を見て
　　　いて、自分も野菜を育ててみたいと思ったか
　　　らです。
Ｑ２　農業の良いところは？
　　　何と言っても、周囲が緑にあふれている所が
　　　良いです。
Ｑ３　仕事での失敗談はありますか？
　　　つい寝坊をしてしまい、朝の作業に遅れたこ
　　　とです。
Ｑ４　これからの目標は？
　　　今よりももっと収穫量を増やしたいです。
Ｑ５　将来の夢は何ですか？
　　　品質が良く、丈夫な良い野菜を作りたいで　
　　　す！

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

Ｑ１　農業をやろうと思ったきっかけは？
　　　家で農業を手伝って、両親の役に立ちたかっ
　　　たからです。
Ｑ２　農業の良いところは？
　　　何といっても、食料に困らないところです。
Ｑ３　仕事での失敗談はありますか？
　　　トラクターに乗っていた時、アームを上げな
　　　い状態で直進してしまい、とうきびの根をと
　　　ってしまったことです。
Ｑ４　これからの目標は？
　　　まだまだ沢山の仕事を覚えていきたいです。
Ｑ５　将来の夢は何ですか？
　　　消費者にとって健康的な無農薬の作物を作り
　　　たいです！

お忙しい中で取材にご協力頂き、ありがとうございましたお忙しい中で取材にご協力頂き、ありがとうございました！！

 前  田 　 貴  弘  さん（23歳）
まえ だ たか ひろ

名寄市風連町字瑞生（父：前田日出夫さん）
水稲、小麦、小豆
趣味 ： 音楽鑑賞

 山  本 　 拓  摩  さん（18歳）
やま もと たく ま

名寄市風連町字日進（父：山本　良広さん）
水稲、小麦、アスパラ、白菜、南瓜

趣味 ： テレビゲーム全般

 東 
ひがし

　　 弥  樹  さん（18歳）
ひろ き

名寄市風連町字瑞生（父：東　　　誠さん）
水稲、大豆、小豆、スイートコーン

趣味 ： 野球・麻雀



2010年夏・秋号（No.18） 広報ＪＡ道北なよろ

　７月26日、グランドホテル藤花にて名寄市農業担い手交流会が開かれ、加藤名寄市長や中島組合長
のほか、新規就農者や若手農業者など多数が出席しました。
　近年、日本では農家戸数の減少や農業者の高齢化など経営の担い手不足が早急の課題であり、優れ
た担い手の育成及び確保は農業の発展だけでなく地域社会の活性化を図る上で、重要な課題です。名
寄市は農業が基幹産業でもあり同様の課題を抱えているため、若い農業担い手や新規就農者の農業経
営や地域活動を一層助長しようと、毎年交流会を開催しています。
　本年度、新規就農者５名のうち参加した３名の方々には中島組合長より激励状が手渡されました。
新規就農者は「まだまだ経験は浅いが、担い手として地域に貢献したい」と意欲を語られました。
　講演の部では、当地区の先輩農業者として風連地区の斉藤覚さんによる「好奇心は成長の種」と、
名寄市立大学講師の清水池義治さんによる「地域と農業～新しい地域づくりに向けて～」と２つの講
演が行われ、テーマに沿って熱く語られる中、新規就農者のみならず熱心にメモを取っておられる方
も多数見られました。

⑥

平成22年度　名寄市農業担い手交流会開催
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智恵文地区 ふるさと祭り

⑦

　7月10日、智恵文地区の組合員ふれあい交流会として、農業倉庫において、智恵
文地区ふるさと祭りが開催され、組合員の皆様およびその家族・友人等、200名以
上の方々にご参加頂きました。今年も昨年に引き続き、青年部智恵文支部が主体と
なって、「地域の皆様に楽しんで頂けるイベント」となるよう準備を進めて頂きまし
た。
　当日は、青年部智恵文支部の越支部長の挨拶で開会し、中島組合長の乾杯を合図に幕が開きました。
会場では皆様コンロを囲んで、話を弾ませながら焼肉を行い、他にも青年部によるかき氷・ビール等
の販売、子供向け露店ではヨーヨー釣りで賑わいました。
　そして、智恵文小学校・保育所の子供たちによるお遊戯やよさこいソーランが行われた後、毎年お
楽しみの大抽選会が行われ、大盛況のなか閉会されました。
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　７月10日、名寄地区の組合員ふれあい交流会としまして、なよろ健康の森パークゴルフ場において、
農民パークゴルフ大会が開催されました。当日は男性63名、女性23名の計86名の参加があり、晴天の
なか大会は各班３～５名のグループに分れて行われ、各々自慢の腕で各賞を競い合いました。
　また、年１回の交流の場ということもあり、参加者は和気あいあいとした雰囲気の中でプレイに励
み、親睦を深めました。
　
　成績は以下の通りです。

 

⑧

《個人賞・男性の部》
   　一位　木田　紀孝（弥生）
   　二位　蓑島　峰雄（共和）
   　三位　中島　敏夫（緑丘）

 　《個人賞・女性の部》
   　一位　木田小夜子（弥生）
   　二位　柴田　知子（共和）
   　三位　藤田　政子（共和）

 　《特別賞》
   　ホールインワン賞
      　   東野　秀樹 
   　ブービー賞
      　   小田桐康樹（豊栄）
         　高橋　信子（瑞穂）

名寄地区 農民パークゴルフ大会

 《団体賞》
一位　共　和
二位　弥　生
三位　砺　波
四位　内　渕
五位　豊　栄
六位　緑　丘
七位　瑞　穂
八位　中名寄
九位　日　進
十位　　曙　
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　7月14日、ふうれん地域交流センター大ホールにて、風連地区ふれあい交
流会ビールパーティーが開催され、組合員とその家族・友人等、約250名の
方々にお越し頂きました。当日会場では、ビール・ジュース等の飲み物に
加えて、鳥串や焼きそば、フランクフルトやおにぎり等が販売され、中島組
合長の乾杯を合図に幕が開きました。
　当日のメインイベントであるお楽しみ抽選会では、200本余りの賞品が用意され、スイカ・メロンと
いった旬の味覚から、ガソリン券・肥料・除草剤・屋根ビニール等の生産資材関連商品、当選ナンバ
ーがアナウンスされる度に歓声が上がり、会場は大変な盛り上がりの中で幕を閉じました。

風連地区 ふれあい交流会ビールパーティ



2010年夏・秋号（No.18） 広報ＪＡ道北なよろ ⑩

第32回なよろ産業まつり開第32回なよろ産業まつり開催催
　８月29日、「第32回なよろ産業まつり～もち米日本一フェスタ」がなよろ健康の森特設会場で開催さ
れました。32回目を迎えた今年も、もち米作付面積日本一をアピールするもち関連イベントのみなら
ず、地元の新鮮野菜や果物、花卉をはじめとする各販売コーナーにもより一層力が入り、多くの市民
が、家族や友人たちと一緒に楽しい時間を過ごしました。
　名寄市やJA道北なよろで組織する実行委員会が主催となり、午前９時半からの開会式からステージ
前には多くの来場者が集まり、風連御料太鼓保存会の勇壮な太鼓演舞で開幕致しました。そして、恒
例の人気企画となっている豪華景品が当たる懸賞付餅まきや、子供用の杵および臼を使ったちびっこ
餅つき、４代目もち大使の称号を懸けて戦う「なよろもちつきチャンピン決定戦」等様々なイベントが
行われました。会場では、こちらも恒例のトントンコーナー、バーベキューコーナー、ミニエクスプ
レス運行、こども縁日等の多彩な催しが行われ、午後からは３人１組で軽トラックを引き、そのタイ
ムを競うレースである軽トラック引きレースが行われ各チームが賞金獲得を狙って汗を流し、観衆か
らは大きな声援が送られていました。
　今年も会場には多くの来場者が訪れ、楽しいイベントに笑顔を輝かせながら大盛況のうちに幕を閉
じました。
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青年部 スポーツ交流青年部　スポーツ交流会会
　ＪＡ道北なよろ青年部は７月９日になよろ健康の森にてスポーツ交流会としてキックベースボール
大会を開催しました。
　親睦のために参加部員を支部関係なく２チームに分けて試合を行いました。キックベースボールは
子供の頃に遊んだスポーツなので部員皆が懐かしみながらも威勢の良い掛け声が飛び交う中で元気に
ボールを蹴りました。試合後は名寄の農産物検査場にて懇親会を行い、各々交流を深めました。

智恵文地区 種馬鈴薯 防疫検査に合智恵文地区　種馬鈴薯　防疫検査に合格格
　７月14日、智恵文地区種馬鈴薯圃場にて、種馬鈴薯防疫検査が行われ、農林水産省横浜植物防疫所
札幌支所の植物防疫官によって、種馬鈴薯として適否かどうか種馬鈴薯面積15.6haの27筆中15筆検査
を行いました。種馬鈴薯生産者の方々は日々の防除体系において、アブラムシ防除、疫病防除、病株
抜取り、共同抜取りを徹底し、今年度においては、天候不順のため防除に苦労しましたが、病害虫は
ゼロ、見事Ａ階層で合格致しました。
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ＪＪＡＡ道道北北ななよよろろ ホホククレレンン風風連連セセルルフフ給給油油所所オオーーププンン

　6月24日、ＪＡ道北なよろ風連給油所がセルフ給油所としてリニューア
ルオープン致しました。
　風連給油所のセルフ化は4月28日に開催された第５回通常総会において
承認され、5月24日から工事が行われました。オープン当日は、午前8時

30分よりオープニングセレモニーが行われ、中島
組合長は「ガソリン価格が高騰する中、組合員や
地域住民の皆様に少しでも安く提供して行きたい」と挨拶し、引き続き中島
組合長、ホクレン旭川支所の林支所長、施工業者トキコテクノ株式会社北海
道支店の田村参与支店長によるテープカットの後、青年部副部長の佐竹直人
さんと女性部副部長の上口里美さん２名による記念給油が行われました。
　今後とも皆様に来店して頂ける給油所を目指して、スタッフ一同頑張って
まいりますので、特段のご利用をお願いいたします。
 　営業時間　　午前７時　～　午後９時

　　　　　　　【お問い合わせ】ＴＥＬ　０１６５５－３－２２０９

廃廃ププララ回回収収作作業業行行わわれれるる

　７月６日から８日の３日間、風連地区の組合員を対象に、JA道北な
よろ乾燥調製施設において廃プラスチックの回収作業を行いました。
　回収作業は本所営農課の職員と農協青年部によって行われ、組合員
が搬入した塩ビやポリをコンテナに入れ、次々とフォークリフトで搬
送し重量計測を済ませていき、その結果、塩ビ24トン、ポリ54トンの
回収となりました。
　また、名寄地区では塩ビ、ポリ合せて20トン、智恵文地区では50トンの回収実績となっております。
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名寄小学校３年生「畑の授業」行われ名寄小学校３年生「畑の授業」行われるる

　6月25日、JA食育活動として、JA道北なよろ本所営農課と名寄市振興センターの名尾所長により、
3年生を対象に農業に関する授業を行いました。まずJA道北なよろでどのような仕事をしているかにつ
いて説明を行い、次いで名尾所長から「そだて！わたしたちのやさい」をテーマに、名寄市で作付け
している野菜の勉強をしました。子供たちに対し、名寄市で生産する作物を宿題にしたところ、子供
たちは20種類以上覚えてきました。最後は3年生の学習畑に出て、馬鈴薯・枝豆・南瓜・人参等の栽培管
理を学習しました。
　後日、生徒全員から感謝状が届き、作物も順調に生育しているとのことで、9月中には収穫作業を終
える予定です。

JA食育
活動
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害にににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ大雨災害による　役職員作況調査行われるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　7月28日から29日にかけて名寄市域で117mmの大雨があり、冠水・土砂流出、土砂崩れ、冠水によ
る湿害といった影響で畑作・野菜を中心に大きな被害を受ました。その後、生育状況確認のため8月26
日にJA役職員による作況調査を行いました。
　中でも被害が大きかった圃場では生育不良や根腐れ等が発生しており、今後の収穫に大きな影響を
及ぼす事が懸念されます。
　被害を受けた生産者の皆様には心よりお見舞い申し上げます。
主要品目被害面積

（単位：ha）
スイートコーン馬鈴薯甜　菜小　豆大　豆水　稲

4.40.21.230.826.99.2風連地区
1.3－1.50.9－18.5名寄地区
29.027.114.42.0－－智恵文地区
34.727.317.133.726.927.7合　計

合　　　計牧　草アスパラ春小麦玉　葱南　瓜
105.7－2.57.316.66.6風連地区
60.817.01.01.60.818.2名寄地区
115.9－5.3－3.035.1智恵文地区
282.417.08.88.920.459.9合　計
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△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米のののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時のののののののののののののののののののの注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注 お米の出荷時の注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
生産者の皆さまへ

米トレーサビリティ法がスタートします米トレーサビリティ法がスタートします。。
　食品のトレーサビリティ

○生産から販売の各段階を通じ、食品の移動をわかるようにすることです。
○食品事故発生時に素早く回収や原因究明ができ、安全な他の流通ルートでの取引が継続できます。

　米トレーサビリティ法※

○生産者の皆さまだけでなく、米・米加工品に関わる事業者が、以下の取り組みを行わなければならな
　いことになっています。
○もし、食品事故や産地偽装が起こっても、その原因を速やかに把握できます。
※「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律」

生産者から小売業者、外食業者に至る流通経路全体でのトレーサビリティの確保のため、
伝票等を保存していなかった場合には…
罰則規定（50万円以下の罰金）が適用になります。

次の事業者が正しく産地を記録し、消費者にまで正しく産地を伝達出来るよう、
事業者間の産地情報伝達に義務違反があった場合には…
罰則規定（50万円以下の罰金）が適用になります。

一般消費者への産地情報伝達に義務違反があった場合には…
勧告・命令を行い、当該命令に従わなかった場合には、罰則規定（50万円以下の罰金）が適用になり
ます。
（出典：農林水産省）

平成22年
10月から

　□支 伝票を受領
　　「お米」を出荷する際には、伝票等を受領してくださ
　　い。

　□支 ３年間保存
　　受領した伝票等は３年間保存してください。

　□支 産地を伝達
　　「お米」を出荷する際、一般消費者に直接「米」、「米
　　加工品」を販売する際には、必ず産地を伝えてくだ
　  さい。（親戚等への縁故米は除く。）　
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定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ
の
貸
付
に
つ

　
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、平
成
二
十
二
年
産
く
ず
米
・
雑
穀
出
荷

　
予
約
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
畜
産
関
係
リ
ー
ス
事
業
に
係
る
貸
付

　
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
中
国
人
研
修
生
受
入
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

職
員
の
動

職
員
の
動
きき

人
事
異
動
（
平
成
　
年
９
月
１
日
付
）

22

宮
崎
　
敬
市

　
総
務
部
総
合
企
画
課
課
長
兼
監
査
室
監

　
査
員
（
総
務
部
総
合
企
画
課
課
長
）

松
川
慎
太
郎

　
金
融
共
済
部
共
済
課
共
済
係
兼
審
査
課

　
審
査
係（
金
融
共
済
部
共
済
課
共
済
係
）

退
　
　
職
（
平
成
　
年
８
月
　
日
付
）

22

31

上
野
　
真
義（智

恵
文
支
所
営
農
課
農
産
係
）

仁
木
　
美
鈴（智

恵
文
支
所
購
買
課
資
材
係
）

～
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
～

苅ＪＡのあゆみ苅
　

４月２８日　第３回定例理事会
６月　１日　棚卸監査　　　　
　　　５日　第４回定例理事会
　　１４日～１７日　　　　　

　　　　　　　　第一　四半期監事監査
　　１６日　第３回購買委員会
　　２８日　第３回総務委員会
　　２８日　第２回営農委員会
　　２９日　第５回定例理事会
７月１４日　固定資産監査　　
　　２２日　第３回営農委員会
　　３０日　第４回総務委員会
　　３０日　第６回定例理事会
　　３１日　棚卸監査　　　　
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名寄市農業振興センターからのお知名寄市農業振興センターからのお知ららせせ
（名寄市農業振興センター 〒098-0516 名寄市風連町緑町396番地2 ℡ 01655－3－2258）

土壌の採取（サンプリング）の方法

まだ忙しく秋の農作業が続きますが、来年の作付に備え、雪が降る前に圃場の土壌分析を行いましょう。

土壌をサンプリングするにあたって…
　土壌の化学性分析では、正しいサンプリングをしないと、適正な診断ができません。
　サンプリングは以下の点に注意して行ってください。

　①①①①①①①①①①①①①①①①①①①① ササササササササササササササササササササンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンププププププププププププププププププププリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググにににににににににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要なななななななななななななななななななな道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道① サンプリングに必要な道具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具
　　・ 移植ごて・スコップ（錆びていない、きれいなもの）　　　　　　   図１（○地点で採取する）
　　・ 土壌診断申込書・サンプル袋
　　　※営農課・資材課に用意してあります。振興センターにて直接申し
　　　　込みもできます。（秋のJA取りまとめを除く）
　　　※サンプル袋はきれいなビニール袋、レジ袋でかまいません。
　　　　肥料や農薬、堆肥などが入っていた袋は使用しないで下さい。

　②②②②②②②②②②②②②②②②②②②② 土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌ののののののののののののののののののののササササササササササササササササササササンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンププププププププププププププププププププリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググ方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方② 土壌のサンプリング方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
　　・ 全体に性質が同様な圃場・ハウスでは、図１のように５ヵ所から土を均等に採取し、これらを
　　　よく混ぜて１つのサンプルにしてください。
　　・明らかに他と性質が異なると考えられる地点は、別サンプルにしてください。
　　・土壌表面（１cmくらい）を除去し、一般には深さ約20cmまで、または耕起する深さまでの土
　　　を採取してください。（図２参照）
　　・収穫終了後の土壌を採取するのが望ましいです。作物が生育している場合や畦が残っている場
　　　合は、肥料の影響が少ない畦間から採取してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２
　　　※別サンプルにするべき地点は、　
　　　　・ 水の溜まったところ　　　　　　　　
　　　　・ 堆肥堆積あと　　　　　　　　　　　
　　　　・ ハウス通路　　　　　　　　　　　　
　　　　・ 作物の生育が著しく異なるところ

　③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③ 採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取ししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌はははははははははははははははははははは③ 採取した土壌は………………………………………………………
　　・採取した土のうち、一般分析の場合は約350cc（ビール・ジュース等の350ml缶を目安）をサ
　　　ンプルとして、土壌を乾燥させてお持ちください。（かたまりは避けてください）
　　・袋中の空気を抜きチャックをしっかり閉じ、マジックで氏名と圃場番号を必ず記入してくださ
　　　い。
　　・「土壌診断申込書」に必要項目を記入し、土壌サンプルと一緒に農業振興センター窓口、または
　　　各JA担当部門にお渡し下さい。

土壌診断においては、土壌の採取方法はとても大事です。くわしくは振興センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もしくは最寄りのJA営農部門までお問合せ下さい。

これらを測定する
場合は別サンプル
にしてください。
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上川農業改良普及センター名寄支所からのお知らせ
〒096-0014　名寄市西４条南２丁目　北海道名寄合同庁舎内　緯01654-2-4524

収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期のののののののののののののののののののの農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対収穫時期の農作業安全対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

　農作業事故は収穫作業を迎える９月・10月
に多く発生しています。
　また、発生時間帯は午前10時台や午後16時台
に多くなっています。
　秋は日が短くなることもあり、作業終了直前
も注意が必要です。
　農作業事故防止のため、安全対策を心がけま
しょう。

平成20年度農作業事故報告書より抜粋

●ヒヤリ・ハットは事故の前触れ
　農作業中に「ヒヤリ」あるいは「ハッ」とした経験
は、事故が発生する予兆で、「無言の警告」といわれて
います。
　事故を未然に防ぐために、これらの経験を生かし、
実際の場面で「危険予知に努め、安全対策を考える」
ことが事故防止につながります。

●農作業事故を防ぐために
　・体力や年齢を考慮した無理のない作業計画をたてましょう。
　　また、一日の作業始まりには作業手順を確認しましょう。
　・休憩時間や睡眠時間を確保しましょう。
　・「大丈夫だろう」運転は危険です。必ず周囲の安全を確かめましょう。
　・コンバイン等大型機械で作業をする時に補助者がいる場合は、始動時や後退の合図を決めておき
　　ましょう。
　・機械の点検や整備、詰まり等を除去する時はエンジンを停止しましょう。
　・運転者以外の人も緊急停止装置やエンジン停止法を確認しておきましょう。
　・袖口やズボンの裾などが機械に巻き込まれないように注意しましょう。
　・機械の乗降時には、靴底のどろ汚れを取り除いたり、足場の安全を確認しましょう。
　・農業機械が公道で追突される事故を防ぐ
　　ため、反射シールや低速車マークを活用
　　しましょう。　
　・収穫物の積み方でテールランプ等が隠れ
　　る場合があるので、気をつけましょう。　
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上川農業改良普及センター名寄支所からのお知らせ

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋ままままままままままままままままままままきききききききききききききききききききき小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほななななななななななななななななななななみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののはははははははははははははははははははは種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作秋まき小麦「きたほなみ」のは種作業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
　23年産から作付品種が「きたほなみ」に切り
替わります。
　「きたほなみ」は「ホクシン」に比べ、①収量
性  ②耐病性  ③耐穂発芽性に優れますが、④蛋
白が低いといった特性があります（右表）。
　以下に示す適期適量は種を厳守し、（翌年以
降）倒伏の心配がなく、追肥で  ①茎数（穂数）
  ②粒張  ③蛋白をコントロール出来る小麦づ
くりを目指しましょう。

越越冬冬前前目目標標生生育育量量 　葉数 ：  6.0葉程度
　　　　　　　　　　　　茎数 ： 1,000本／㎡程度

はは種種時時期期・・はは種種量量 
　極端な早まき、遅まきを避け、適期に適量をは種することが、安定生産の第一歩 

【注意】　①起生期以降の追肥を適正に行わないと、穂数が確保出来
　　　　　ず減収します。                         
　　　　②は種量は千粒重40ｇで算出（千粒重を確認して、は種量
　　　　　を決める）。                           

　・やむを得ず早まきとする場合：は種量を減らす（下限値４㎏≒100粒/㎡）
　・遅まきとなってしまう場合：　は種量を多めにする（上限値10㎏≒255粒/㎡）
    
施施肥肥量量（（基基肥肥））

【例１】 BB121Cu　　40㎏/10a　（ 窒素：4.0 ㎏　燐酸：8.0 ㎏　加里：4.0 ㎏)
【例２】 BB082　　　 40㎏/10a　（ 窒素：4.0 ㎏　燐酸：7.2 ㎏　加里：4.8 ㎏)
【例３】 BB086 　　　40㎏/10a　（ 窒素：4.0 ㎏　燐酸：7.2 ㎏　加里：2.4 ㎏)

　・基肥の窒素量は４kg/10aを基本とする。
　・銅の欠乏症が懸念されるほ場では、銅入り(Cu)肥料を使用する。

はは種種深深度度 
    は種深度が深くなると２段根となり、分げつが抑制されます。
    は種深度は３㎝程度となるように整地条件に応じては種機の調整を行いましょう。

除除草草処処理理 
    近年、秋まき小麦ほ場で雑草の発生が目立ちます。
    イネ科の雑草やイヌカミツレ・レッドトップなど難防除雑草の防除には、は種後の土壌処理を行うと
ともに、秋の除草処理を必ず行いましょう。　

【注意】　１　ガレース乳剤は、砂質土壌及び過湿の透水不良ほ場での使用は避ける。
　　　　２　ガレース乳剤・エコパートフロアブルは、麦の葉身に白化・白斑・褐斑の見られること
　　　　　　があるが、生育・収量には影響しない。　

ホクシンきたほなみ品種
660737収量（kg/10a）
ヤヤ弱中赤かび病抵抗性
ヤヤ弱ヤヤ強赤さび病抵抗性
ヤヤ強ヤヤ強うどんこ病抵抗性
中ヤヤ難穂発芽性
10.29.3蛋白含量（％）

品種の特性

上川農試での試験成績（H15～17年）より抜粋

９月10～20日は種適期

７kg/10a

（170粒/㎡）
は種量

対象雑草使用回数使用料（ml/10a）使　用　時　期薬　剤　名

畑地１年生広葉雑草１回200は種後～出芽前（雑草発生前）ガレース乳剤 100～150小麦１～３葉期（雑草発生前～発生始期）
畑地１年生雑草
（ツユクサ・キク科効果劣）１回300～400は種直後～小麦２葉期

（雑草発生前～イネ科雑草１葉期まで）ゴーゴーサン乳剤30

畑地１年生広葉雑草２回以内50～75小麦２～４葉期（広葉雑草２～４葉期）エコパートフロアブル
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役
員
研
修
報

役
員
研
修
報
告告

　
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
、
役
員
研
修
は

役
員
を
三
班
に
分
け
各
年
度
実
施
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
第
一
班
は
本
年
一
月

五
日
～
十
日
、
ベ
ト
ナ
ム
（
旧
南
ベ
ト
ナ

ム
）
を
中
心
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
致
し

ま
し
た
。
第
二
班
は
八
月
一
日
～
七
日
、

ベ
ト
ナ
ム
（
旧
北
ベ
ト
ナ
ム
）
を
中
心
に

中
国
華
南
地
区
を
視
察
致
し
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
は
世
界
不
況

の
中
で
経
済
発
展
が
著
し
く
、
い
わ
い
る

「
振
興
国
」と
呼
ば
れ
る
国
々
で
す
。
そ
の

よ
う
な
国
を
訪
問
し
、
日
本
へ
の
影
響
を

確
認
す
る
こ
と
旨
に
農
業
の
実
態
を
研
修

致
し
ま
し
た
。

　
第
一
班

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、
戦
争
後
の
一
九
八
六
年

ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政
策
を
導
入
。
貧
富

の
差
の
拡
大
、
官
僚
主
義
の
弊
害
な
ど
マ

イ
ナ
ス
面
も
散
在
化
し
た
が
、
経
済
は
大

き
く
成
長
し
続
け
て
い
る
。
訪
問
し
た
南

ベ
ト
ナ
ム
農
業
研
究
所
の
話
で
は
、
米
の

生
産
は
政
策
時
の
指
数
を
一
〇
〇
と
す
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
は
二
〇
〇
と
倍
と
な
っ

た
。
稲
作
に
関
し
て
は
紅
河
・
メ
コ
ン
両

デ
ル
タ
に
集
中
さ
せ
、
全
体
で
三
十
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
減
反
を
実
施
し
、
野
菜
な
ど

他
作
物
の
導
入
を
図
っ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
は
工
業
化
、
都
市
化
が
進
み
、
食
生
活

の
変
化
に
伴
い
、
野
菜
と
果
物
の
作
付
は

年
々
伸
び
て
い
る
が
、
全
体
で
は
毎
年
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
ま
た
、
国
際
競
争
力
に
負
け
な
い

た
め
、
農
民
が
直
接
市
場
に
出
荷
す
る
体

制
づ
く
り
や
農
業
協
同
組
合
の
よ
う
な
組

織
化
、
安
全
な
農
畜
産
物
生
産
の
た
め
の

国
際
規
格
の
導
入
を
図
っ
て
い
る
。
日
本

の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
も
参
入
し
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
機
械
化
が
遅
れ
て
お
り
、
耕
作

面
積
の
大
型
化
、
機
械
化
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
お
、
一
戸

あ
た
り
の
耕
作
面
積
は
業
態
で
異
な
る
が
、

二
～
三
反
、
反
当
り
の
収
入
は
六
十
ド
ル

程
度
。
訪
問
し
た
ギ
ア
さ
ん
の
お
宅
で
は
、

三
期
作
で
米
の
反
当
り
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
の
収
穫
が
あ
る
と
の
こ
と
。
メ
コ

ン
デ
ル
タ
は
三
期
作
が
可
能
と
の
こ
と
で
、

周
り
を
見
る
と
刈
取
り
後
の
水
田
と
田
植

直
後
の
水
田
が
散
在
し
て
い
た
。
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
の
貿
易
額
は
一
六
九
億
ド
ル

（
二
〇
〇
八
年
）で
八
年
前
の
三
倍
と
な
り

中
国
に
次
ぐ
貿
易
相
手
国
と
な
っ
て
い
る
。

街
の
中
は
活
気
が
あ
り
道
路
一
面
を
走
る

バ
イ
ク
の
姿
は
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

光
景
で
あ
っ
た
。
な
お
、
バ
イ
ク
の
ほ
と

ん
ど
は
日
本
の
ホ
ン
ダ
。
理
由
は
、
高
額

だ
が
故
障
が
な
く
壊
れ
な
い
か
ら
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
は
ベ
ト
ナ
ム
と
比
較

し
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
長
年
、
内
戦

が
続
い
て
お
り
今
も
経
済
は
安
定
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ

ッ
ト
な
ど
の
世
界
遺
産
の
お
か
げ
で
国
内

経
済
の
四
十
％
を
観
光
が
占
め
、
街
に
は

コ
ン
ビ
ニ
風
の
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
私
た

ち
日
本
人
ほ
か
に
中
国
、
韓
国
、
ア
メ
リ

カ
人
が
食
料
品
を
購
入
し
て
い
た
。
訪
問

し
た
農
家
の
サ
ル
ン
さ
ん
宅
の
農
作
業
は

牛
で
、
収
入
は
米
と
道
路
前
に
簡
易
な
店

を
構
え
観
光
客
相
手
の
お
土
産
販
売
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
訪
問
し
た
一
月
は
米
の

収
穫
を
終
え
、
観
光
客
相
手
の
仕
事
を
し

て
い
た
。

　
第
二
班

　
ハ
ノ
イ
市
中
心
は
工
業
化
し
て
い
る
も

の
の
、
中
心
地
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
走

る
と
住
宅
街
に
点
在
す
る
水
田
が
目
に
入

っ
て
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
紅
河
デ
ル

タ
地
帯
は
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
訪
問

し
た
ナ
さ
ん
の
お
話
で
は
、
北
部
の
稲
作

は
二
期
作
で
反
当
り
は
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
程
度
の
収
穫
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ

さ
ん
宅
で
は
管
理
作
業
の
最
中
で
、
奥
さ

ん
が
畦
草
刈
り
を
行
っ
て
い
た
。
近
年
、

ハ
ノ
イ
市
の
工
業
化
や
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の

山
岳
地
帯
の
風
土
が
野
菜
栽
培
に
適
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
野
菜
や
果
物
な
ど
の

生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。

ナ
さ
ん
宅
か
ら
車
を
一
時
間
半
程
走
ら
せ

た
山
岳
地
域
で
は
、
胡
瓜
、
西
瓜
、
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
が
栽

培
さ
れ
、
特
に
目
に
つ
い
た
の
は
「
蓮
の
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」
の
栽
培
で
、
蓮
の
お
し
べ
を
乾
燥
し
、

お
茶
と
し
て
飲
む
と
い
う
こ
と
。
ハ
ス
茶

は
良
く
眠
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ベ
ト
ナ
ム

人
に
は
愛
飲
さ
れ
て
い
る
。
次
に
市
場
を

訪
れ
た
。
訪
れ
た
ド
ン
ソ
ン
市
場
は
雑
貨

・
乾
物
製
品
・
装
飾
品
等
が
大
勢
を
占
め
、

農
産
物
の
販
売
は
農
家
個
々
が
路
上
で
販

売
し
て
い
る
程
度
で
、
市
場
内
は
活
気
づ

い
て
い
た
が
、
期
待
し
た
市
場
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。

　
中
国
華
南
地
区
は
、
中
国
で
も
有
数
な

多
雨
地
域
で
年
間
降
水
量
は
平
均
一
五
〇

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
山
岳
地
帯
は
八
〇
〇

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
亜
熱
帯
帯
性

で
農
業
地
帯
と
し
て
は
好
条
件
を
備
え
て

い
た
。
こ
の
地
方
の
重
要
な
農
産
物
は
米

で
、
二
期
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
訪
問
し

た
荘
さ
ん
宅
は
祖
父
母
・
若
夫
婦
・
子
供

二
人
の
六
人
家
族
。
訪
れ
た
日
は
若
夫
婦

が
街
へ
働
き
に
行
っ
て
い
る
た
め
祖
父
母

が
対
応
し
て
く
れ
た
。
荘
家
の
耕
作
面
積

は
六
畝
（
ム
）（
一
畝
＝
六
六
六
・
六
㎡
）

で
米
三
畝
、
ク
ワ
イ
一
畝
、
里
芋
一
畝
、

果
物
の
苗
一
畝
を
作
付
し
て
い
る
。
農
業

の
年
収
は
一
万
五
千
元
（
一
元
＝
約
十
三

円
）
程
度
で
、
一
畝
当
り
一
二
〇
元
の
国

か
ら
補
助
金
が
あ
る
と
の
こ
と
。
面
積
が

小
さ
い
た
め
農
作
業
は
牛
に
頼
っ
て
お
り
、

一
頭
飼
っ
て
い
た
。
現
金
収
入
を
得
る
た

め
息
子
さ
ん
は
農
作
業
の
忙
し
い
四
月
・

七
月
・
八
月
以
外
は
街
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
い
る
。
近
所
の
農
民
は
農
業
自
体
は
老

人
や
奥
さ
ん
が
中
心
で
若
い
人
は
出
稼
ぎ

を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
の
が
ほ
と
ん

ど
。
な
お
、
収
入
に
対
す
る
税
の
徴
収
は

「
田
舎
暮
ら
し
は
大
変
」と
い
う
こ
と
で
免

除
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
次
に
、
蔬
菜
研
究
所
科
研
生
産
基
地
＆

航
天
育
種
基
地
を
訪
問
し
た
。
本
基
地
は

二
〇
〇
一
年
、
民
間
企
業
の
出
資
で
開
設
、

土
地
所
有
は
国
で
あ
る
た
め
に
（
ベ
ト
ナ

ム
も
同
様
）
二
十
五
年
契
約
で
一
〇
〇
畝

（
ム
）当
り
一
万
五
千
元
で
借
地
し
て
い
る
。

ト
マ
ト
な
ど
野
菜
の
無
農
薬
栽
培
の
研
究

や
苗
や
種
子
を
農
家
に
販
売
し
て
お
り
、

年
収
は
約
八
〇
万
元
。
土
壌
の
酸
度
矯
正

は
刈
り
取
っ
た
草
を
燃
や
し
た
灰
を
使
用

し
て
い
る
。
更
に
航
天
宇
宙
基
地
と
し
て

国
が
打
ち
上
げ
る
ロ
ケ
ッ
ト
に
種
子
を
積

み
込
み
、
宇
宙
で
育
成
し
帰
還
後
栽
培
の

研
究
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
今

ま
で
二
回
積
み
込
ん
で
い
る
が
費
用
は
無

料
と
の
こ
と
。

　
桂
林
市
内
の
貿
易
市
場
を
見
学
す
る
が
、

市
場
建
物
内
で
は
農
産
物
や
加
工
品
の
販

売
が
行
わ
れ
、
建
物
に
面
す
る
道
路
敷
地

で
も
農
民
個
々
が
店
を
開
き
対
面
販
売
を

し
て
い
た
。
価
格
は
交
渉
次
第
と
の
こ
と

で
、
遣
り
取
り
は
活
気
に
満
ち
て
い
た
。

　
以
上
、
第
一
班
、
二
班
の
報
告
を
致
し

ま
し
た
。
日
本
農
業
の
生
産
力
の
高
さ
と

技
術
力
に
確
信
と
自
負
を
持
つ
一
方
、
各

国
々
の
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
成
長
す
る

経
済
状
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
二
輪
か
ら
四
輪
。
人
力
か
ら
機
械
。

更
に
輸
入
か
ら
輸
出
へ
と
、
視
点
を
変
え

日
々
成
長
す
る
経
済
を
垣
間
見
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
特
に
国
内
通
貨
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
外
貨
を
求
め
成
長
を
成
し
遂
げ
て

い
く
経
済
に
驚
き
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

農
業
経
済
か
ら
工
業
化
へ
変
化
し
て
い
る

も
の
の
、
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
農
畜

産
物
の
品
質
、
安
全
性
、
安
定
生
産
な
ど

の
課
題
が
解
決
さ
れ
た
場
合
、
よ
り
日
本

農
業
に
脅
威
を
与
え
る
も
の
と
危
機
感
を

抱
き
、
新
た
な
日
本
農
業
を
見
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
研
修

で
し
た
。

嬰
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今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回のののののののののののののののののののののテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーマママママママママママママママママママママ 食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育とととととととととととととととととととととははははははははははははははははははははは
私たちが生きていく上で基本となるもので、様々な経験を通じて
食に関する知識や選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことのできる人間を育てることです。
つまり私たちの心も身体も「食」の上に成り立っているというこ
とです。

いつごろから…
「食育」という言葉は、明治時代の著者からもその重要性が提唱さ
れていました。
・明治31年　石塚左玄著「通俗食物養生法」
・明治36年　村井弦斎「食道楽」

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 なななななななななななななななななななななぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育なななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
食をめぐる現状～その問題点と対策
①　「食」を大切にする心の欠如　　～孤食の増加～
　食卓を囲む家族の団らん。食の楽しさの実感や食事マナー、挨拶の習慣。豊かな味覚と感謝の気持
　ち(食品や生産者等に対する)を持つ。家庭や地域での「地産地消」の実践や食品を無駄なく利用。
②　栄養バランスの偏った食事や不規則な食事の増加
　ライフスタイルの多様化で、外食やコンビニ利用の増加。朝食の欠食率や野菜不足者の増加。フー
　ドファディズム(食品やその栄養素が健康に与える影響を過大に評価すること)への正しい対応や知
　識を持つ。食品バランスガイドの活用や生活リズムの健全化。
③　肥満や生活習慣病(がんや糖尿病、脂質異常症など）の増加
　特に30～60歳代男性の3割が肥満者。肥満者の増加。メタボリックシンドローム(内臓脂肪型肥満)
　の改善対策。
④　過度の痩身志向
　特に10～20歳代女性の痩身傾向は将来の健康問題(妊娠から出産。子供の健康への影響、骨粗しょ
　う症など慢性的な栄養失調)
⑤　「食」の安全上の問題
　科学的根拠に基づいた食品の安全性と情報提供システムの整備。消費者の食品の安全性に関する知
　識や選択。
⑥　「食」の海外への依存
　日本の食料自給率は年々減少し、最近は約40％前後にまで低下している。日本の農業や水産漁業や
　食品産業を守り育てることの必要性。
⑦　伝統ある食文化の喪失
　家庭や地域で受け継がれてきた料理や行事食などを次世代に伝えていくこと。

成人１日当たりの　　　　　　　緑黄色野菜　　　　　　　　　その他の野菜（きのこ類含）
　摂取量の目標値　　　　　　　　120g　　　　　　　　230g
　　350g　　　＝　　　　　   　　＋
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今後の取り組み
①　家庭での食育
　親子で食に対する関心と理解を深め、健全な食生活の確立を図る。
②　学校などでの食育
　学校や保育所等において魅力ある食育を推進し、子供の健全な食生活の実現と健全な心身の成長を
　図る。
③　地域での食育
　地場産米の振興や、郷土料理や食文化を継承しながら、食を通じた地域のつながりを深める。
④　みんなの運動として食育
　国民、教育関係者、農林漁業者、食品関連事業者など民間団体の自発的な食育活動の全国展開を図
　る→毎月１９日は食育の日・毎年6月は食育月間。
⑤　生産者と消費者との交流を通して農業や漁業のことをもっと知ろう。
⑥　日本の食文化を受け継ごう
⑦　食品の安全性や国際交流をすすめよう

年代別アドバイスとポイント
①　乳児期…子供と親を結ぶ絆としての食事
　赤ちゃんが生まれてから満1歳になるまでの時期を乳児期といいます。
　この1年間は体重が出生時の約3倍に増え、お座りや歩行などの運動機能も発達します。授乳を通じ
　て栄養面だけでなく免疫力や精神的な安定のためにも親子のスキンシップを大切にしましょう。
②　幼児期…食習慣の基礎づくりとしての食事
　幼児期は乳児期に次いで発達の盛んな時期です。
　特に偏食や小食など食欲にムラが出たり好き嫌いがでやすい時期でもあります。栄養や健康社会性、
　しつけなど様々な面での人生の基本を伝える時期です。幼児期に食体験が少ないと食べず嫌いや偏
　食、味覚の発達にも影響がでる場合もあります。また、食べる楽しさや美味しさを体験し、子ども
　自身が食に対する興味を持てるような配慮をしましょう。
③　学童期…食習慣の完成期としての食事
　学童期は食生活の基礎が完成する時期なので、栄養バランスのよい食事と健全な食習慣が身につく
　ようにしましょう。
　筋肉や骨や歯、脳の発達が盛んな時期なので、充分な栄養も必要になります。可能な範囲で食卓を
　囲み、親子のコミュニケーションを図り、家庭でも作ることや食べることを体験する機会や自分自
　身の健康にも興味を持てるようにしましょう。
④　青年期…食習慣の自立期としての食事
　中高生時期は生活リズムも不規則になりがちです。心身の発達も盛んな時期で、自分で食事を選ん
　で食べる機会も増えてきます。美容面から欠食や無理な減量をしたり、肥満傾向も出てくるため、　
　野菜不足やファストフード、おやつなどのとり方などの配慮が必要になります。栄養バランスのよ
　い食事をとるような習慣を身につけていきましょう。
⑤　壮年期…生活習慣病予防のための食事
　人生の働き盛りといえるこの時期は生活習慣病にならないような健康管理をすることが必要になり
　ます。
　　１．１日３食たべる
　　２．塩分をとり過ぎない
　　３．油脂を多く含む食品のとり方に注意する
　　４．野菜や海藻、きのこ類をたべる
　　５．よく噛んでたべる
　　６．嗜好品(アルコールや間食類)のとり方に注意する
　　７．一度に沢山たべない。特に夕食量のとり過ぎに注意する
　　８．寝る２時間前には食事を済ます。遅い時間の食事はあっさり系の食事を心がける
⑥　高齢期…加齢と共に咀嚼力や消化吸収力が低下しやすくなるため、消化がよく栄養バランスの良
　い食事を心がける。
　食事量が減ったり、柔らかい食品に偏ると、便秘や栄養不足になりやすくなります。
　適度な運動を生活に取り入れながら、咀嚼力や食欲低下にならないような工夫も必要です。

（出典：北農健保組合　生活習慣病等と予防より）
（参考：内閣府ホームページ、食育・食生活指針の情報センターホームページ）
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○
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収
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○
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○
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○
○
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○
○
○
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運
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正正解解者者のの中中かからら抽抽選選でで５５名名様様にに
『『商商品品券券』』ををププレレゼゼンントト!!!!

解答は、本誌に添付されたハガキ
に記入して送付して下さい！
（FAXでも受付しております。）

01655-3-4037

【応募締め切り・発表】
平成22年11月30日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしてます！

7654321
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121110

16151413

2120191817

2625242322

292827

353433323130

39383736

454443424140

5049484746
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A

Ｄ

Ｇ

Ｆ

Ｋ

Ｉ

Ｅ

Ｈ

Ｃ

Ｊ

Ｂ

ＫＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ

出題　アイア株式会社メディア事業部
「クロスワードパクロス」より
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58前
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ゼ
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パ
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ユ
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正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
四

名
の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

桶
谷
　
イ
ト
（
風
連
）

山
本
　
卓
幸
（
風
連
）

佐
藤
　
静
子
（
風
連
）

土
屋
　
智
広
（
名
寄
）

声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
のののののののののののののののののののの
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
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場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

◎
露
地
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
も
終
わ

り
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
こ
の
ま
ま
で
す
と
出
来

秋
が
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
は
我
が
家
の
畑
で
も

メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
・
ト
マ
ト
が
楽

し
め
そ
う
で
す
よ
！

風
連
町
　
桶
谷
　
イ
ト

☆
豪
雨
に
酷
暑
と
、
今
年
の
夏
は

異
常
気
象
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
収
穫
期
に
向
け
て
穏
や
か
な
気

候
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

◎
木
々
の
色
が
若
草
色
に
変
わ
り
、

か
っ
こ
う
鳥
が
鳴
き
、
や
っ
と
初

夏
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
我
が
家
か
ら
観
る
遠
く
の
山

の
頂
き
に
は
ま
だ
残
雪
が
あ
り
、

今
年
の
季
節
の
お
と
ず
れ
の
遅
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
一
週
間
以
上
の
晴
天
続
き

で
田
植
え
・
ア
ス
パ
ラ
の
出
荷
が

本
格
的
に
始
ま
り
、
今
年
も
作
物

の
良
い
稔
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

風
連
町
　
佐
藤
　
静
子

☆
昨
年
は
天
候
不
順
で
収
穫
に
苦

労
し
た
年
で
し
た
が
、
今
年
こ
そ

は
こ
の
ま
ま
穏
や
か
な
天
気
が
続

い
て
良
い
稔
り
の
秋
を
迎
え
た
い

も
の
で
す
。

◎
毎
回
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

に
挑
戦
し
ま
す
が
、
一
人
じ
ゃ
無

理
。
　
家
族
六
人
で
や
れ
ば
誰
か
が
答

え
て
く
れ
る
の
で
、
皆
が
い
る
時

に
ち
ょ
っ
と
声
を
大
き
く
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
野
球
が
入
っ
て
い
る
時
は

み
～
ん
な
無
視
…
。
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
応
援
も
良
い
け
ど
、
僕
の
応

援
も
し
て
よ
～
、
っ
て
感
じ
。

風
連
町
　
山
本
　
卓
幸

☆
家
族
で
協
力
し
て
挑
戦
す
る
こ

と
っ
て
結
構
楽
し
い
こ
と
で
す
よ

ね
。
　
で
も
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試
合

だ
け
は
つ
い
つ
い
真
剣
に
見
入
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

◎
今
年
の
夏
は
大
雨
で
作
物
が
流

さ
れ
た
り
、
猛
暑
で
病
気
が
発
生

し
た
り
と
あ
ま
り
良
い
事
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
秋
の
季
節
、

収
穫
に
向
け
て
天
候
が
回
復
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
！

　
そ
し
て
、
農
作
業
中
の
事
故
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。名

寄
市
　
匿
名
希
望

☆
今
年
こ
そ
は
天
候
回
復
し
て
満

足
の
い
く
収
穫
期
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

　
忙
し
い
季
節
、
く
れ
ぐ
れ
も
事

故
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い

ね
。

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
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掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時払払払払払払払払払払払払払払払払払払払払））））））））））））））））））））3333333333333333333322222222222222222222,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,888888888888888888888888888888888888888800000000000000000000掛金（一時払）32,880円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

穎

お申し込み・お問い合わせは
本　所：01655-3-2521
名　寄：01654-2-4531
智恵文：01654-8-2111
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＜掛金表（がん入院共済金日額10,000円）＞
単位：円

女　性男　性

加入年齢 年払い月払い年払い月払い

終身払80歳終了終身払80歳終了終身払80歳終了終身払80歳終了

24,55026,3502,1342,29227,20628,5062,3662,47820歳

27,12829,4382,3582,56030,39632,0922,6442,79025歳

30,13833,1442,6202,88234,24636,4942,9783,17430歳

33,53037,4842,9163,26038,91241,9523,3843,64835歳

37,34442,6163,2483,70644,57248,7743,8764,24240歳

41,62448,7683,6204,24051,44657,4004,4744,99245歳

46,59256,5224,0524,91459,77468,4705,1985,95450歳

52,69267,0544,5825,83069,80082,9786,0707,21655歳

60,38482,3605,2507,16281,510102,4287,0888,90660歳

碓32 
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